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ハード対策（平常時）

○砂防堰堤の整備
○遊砂地の整備
○流路工の整備
等

噴火災害への対策（ハード対策）

雲仙岳における遊砂地砂防えん堤（十勝岳） 床固工群（霧島山）
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噴火災害への対策（ハード対策）

ハード対策（緊急時）

○大型土のう、コンクリートブロック設置
○仮設導流堤の整備
○砂防堰堤等の除石
○砂防堰堤の嵩上げ
等

仮設導流堤を流れる泥流（三宅島）

ブロック積による仮設の堰堤

緊急的な除石（霧島山） 3



○被害範囲のシミュレーション

噴火災害への対策（ソフト対策）

想定外の噴火が発生しても、柔軟に想定を
見直して提供するシステムを開発
（平成30年から運用）事前に土石流や火砕流などの流下範囲を予測

ソフト対策（平常時、緊急時）

（イメージ図）

・平常時 ・緊急時（リアルタイムハザードマップ）
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自治体への情報提供

ソフト対策（平常時、緊急時）

○ワイヤーセンサーの設置
○雨量計の設置
○監視カメラの設置
○降灰量計の設置
○積雪計の設置
等

土石流の発生に備え監視カメラを設置

土石流の発生に備えワイヤーセンサーを設置

噴火災害への対策（ソフト対策）
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火山砂防ハザードマップの整備状況

N32°

N28°

N24°

E140° E144°

南西諸島

十勝岳
ｱﾄｻﾇﾌﾟﾘ

大雪山

樽前山

恵山 倶多楽

雌阿寒岳

吾妻山

岩手山

蔵王山

那須岳
安達太良山

日光白根山

十和田

八甲田山

富士山

浅間山
箱根山

伊豆東部火山群

八丈島 三宅島

新島

神津島

青ヶ島

伊豆大島

秋田駒ヶ岳

白山

草津
白根山

北海道
駒ヶ岳 有珠山

岩木山秋田焼山

鳥海山

磐梯山新潟焼山

乗鞍岳

焼岳

御嶽山

弥陀ヶ原

九重山

阿蘇山

雲仙岳

霧島山桜島

薩摩硫黄島

口永良部島

諏訪之瀬島

鶴見岳・伽藍岳

栗駒山

：火山砂防ハザードマップ作成対象火山（49）

：活火山（111）

：作成済み火山（41）

平成３１年３月末現在、４１火山で整備

：活火山法改正後新たに作成対象とした火山（20）
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ワイヤーセンサー

監視
カメラ

火山砂防情報の提供

リアルタイムハザードマッ
プによる危険区域の想定

光ケーブル等の情報
通信網の整備

監視・観測機
器の整備

緊急ハード対策
施設の施工

平常時に実施する噴火対策 噴火時に実施する緊急対策

火山噴火緊急減災対策砂防（イメージ）

基幹的な砂防施
設の施工

緊急ハード対策
施設の施工

緊急対策用資機
材の備蓄

火山噴火緊急減災対策砂防計画に基づき、活動度の高い火山において、資機材の備蓄や監視・観測機器の整備
等の「平常時からの対策」と除石や緊急調査の実施等の「緊急時の対策」をハード・ソフト両面から機動的に実施

【除石】

緊急対策工（イメージ）

【仮設導流堤】

【土石流堆積工】【砂防堰堤】

■ 緊急減災対策のイメージ

監視・観測機器の整備
光ケーブル等の情報通信網の整備

緊急調査の実施
リアルタイムハザードマップによる危険区域の想定

平常時 前兆・小噴火時 噴火・土石流発生

火山活動の活発化

緊急
減災
対策

基幹的な砂防施設
の施工

緊急ハード対策施設の施工ハード

ソフト

緊急対策用
資機材の備蓄

火山噴火緊急減災対策砂防計画

監視・観測機器の整備（
イメージ）

【ワイヤーセンサー】

リアルタイムハザードマップ
による危険区域の想定
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火山噴火緊急減災対策砂防計画の策定状況

N32°

N28°
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E140° E144°
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十勝岳
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那須岳
安達太良山

栗駒山

日光白根山

十和田

八甲田山

富士山

浅間山
箱根山

伊豆東部火山群

八丈島 三宅島

新島

神津島

青ヶ島

伊豆大島

秋田駒ヶ岳

白山

草津
白根山

北海道
駒ヶ岳 有珠山

岩木山秋田焼山

鳥海山

磐梯山新潟焼山

乗鞍岳

焼岳

御嶽山

弥陀ヶ原

九重山

阿蘇山

雲仙岳

霧島山桜島

薩摩硫黄島

口永良部島

諏訪之瀬島

鶴見岳・伽藍岳

：火山噴火緊急減災対策砂防計画策定対象火山（49）

：活火山（111）

：策定済み火山（33）

平成３１年３月末現在、３３火山で策定

：活火山法改正後新たに策定対象とした火山（20）
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■河道閉塞による湛水
を発生原因とする土石流
〈国土交通省が実施〉

・河道閉塞（天然ダム）の
高さが概ね20m以上ある場合

・概ね10戸以上の人家に被害
が想定される場合

■河道閉塞による湛水
〈国土交通省が実施〉

・河道閉塞（天然ダム）の
高さが概ね20m以上ある
場合

・概ね10戸以上の人家に被害
が想定される場合

■火山噴火に起因する土石流
〈国土交通省が実施〉

・河川の勾配が10度以上である
区域の概ね5割以上に1cm以上の
降灰等が堆積した場合

・概ね10戸以上の人家に被害が
想定される場合

■地滑り
〈都道府県が実施〉

・地滑りにより、地割れや
建築物等に亀裂が発生
又は広がりつつある場合

・概ね10戸以上の人家に
被害が想定される場合

大規模な土砂災害が急迫している状況において、市町村が適切に住民の避難指示の判断等を行えるよう特に
高度な技術を要する土砂災害については国土交通省が、その他の土砂災害については都道府県が、被害の
想定される区域・時期を明らかにするために必要な調査（緊急調査）を行い、その区域・時期の情報（土砂災害
緊急情報）を市町村へ通知及び一般へ周知することが新たに定められた。

土砂法改正に基づく国による緊急調査の実施

緊急調査対象要件

現在までに実施された緊急調査

土砂災害防止法に基づく「緊急調査」及び「土砂災害緊急情報」

河道閉塞による湛水
上記を発生原因とする土石流

H23.9～ 台風12号に伴う奈良県・和歌山県
での河道閉塞（国土交通省）

地滑り

火山噴火に起因する土石流

H23.5～25.10 霧島山（新燃岳）の火山噴火
（国土交通省）

H23.5～ 桜島の火山噴火（国土交通省）

H24.3～5 新潟県上越市国川地区での
地滑り（新潟県）

土砂災害防止法に基づく緊急調査の実施

H26.9～27.6 御嶽山の火山噴火
（国土交通省）
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降灰前 降灰後

火山噴火

噴火による降灰等の堆積後の降水を発生原因とする土石流

土砂災害防止法に基づく緊急調査の実施
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新燃岳

平成23年1月26日から霧島山（新
燃岳）が噴火活動を活発化

●降灰等の堆積状況を調査するため、ヘリコプターに よる上空からの調査及び地
上からの調査を実施

●調査に基づき、降灰等により土石流による被害の おそれが高まっている土
石流危険渓流を３５渓流抽出

●抽出した渓流の土石流による被害が想定される区域をシミュレーションに
より解析

●避難のための参考となる被害が想定される区域及び被害が想定される時期
に関する情報を県、関係市町に提供し、警戒避難対応を支援

霧島（新燃岳）

明瞭な降灰
の範囲

都城市方面

ヘリ等による降灰等の堆積状況調査

土砂災害緊急情報の作成

国土交通省職員による被害が想定される
区域のシミュレーションの実施状況

緊急調査の実施
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土石流による被害が想
定される区域

土石流による被害が想定される時期

土砂災害緊急情報の発表

丘陵部の
土石流危険渓流

高千穂峰東～南の
土石流危険渓流

霧島山（新燃岳）

平成23年1月28日～29日に実施した
降灰調査結果に基づく降灰量（換算
した層厚）１cmの範囲

ヘリ調査等から1cm以上の降灰の
範囲と推計される範囲

土石流危険渓流

降灰により土石流による被害のおそ
れが高まっている土石流危険渓流

県境

市町村界

避難の為の参考となる雨量基準
2/4時点 時間雨量4mm
3/1時点 時間雨量10mm
5/2時点 高千穂峰東～南の土石流

危険渓流 時間雨量15mm
丘陵部の土石流危険渓流
時間雨量20mm

6/6時点 高千穂峰東～南の土石流
危険渓流 時間雨量15mm
丘陵部の土石流危険渓流
時間雨量20mm

6/29時点 高千穂峰東～南の土石流
危険渓流 時間雨量35mm
丘陵部の土石流危険渓流
土砂災害警戒情報が発表
されたとき

11/2時点 土砂災害警戒区域等
土砂災害警戒情報が発表
されたとき

降雨実績や現地調査により見直し

緊急調査の実施
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土砂災害緊急情報の通知例（火山噴火）

別紙－１

別紙－２
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浅間山直轄砂防事業

●
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浅間山直轄砂防事業

●
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浅間山直轄砂防事業

●
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富士山直轄砂防事業
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富士山直轄砂防事業
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リアルタイムハザードマップについて

土砂災害予想区域図の一種で、火山噴火の条件に応じた
土砂移動現象の影響範囲等を想定したもの

土砂災害の影響範囲の想定
（数値シミュレーションによる）

リアルタイムハザードマップ

噴火規模

施設整備状況

各種条件の設定

想定現象

避難支援のための
情報提供

緊急的な
減災対策の検討

作成の際の入力条件 提供準備 防災活動への利用
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リアルタイムハザードマップが対象とする現象

火砕流：
高温の火山噴出物と火山ガスが混合して流下する現象。温度は
数百度、速度は時速百数十kmに達することもある。破壊力が大き
く、通過した範囲は焼失、埋没する。

噴火による降灰等の堆積後の降水を発生原因とする土石流：
火山灰等が厚く積もったところでは、少量の雨でも土石流が発生す
ることがある。流木や岩石とともに高速で斜面を流れ下るため、下
流に大きな被害を与える。

融雪型火山泥流：
積雪期に噴火が起こると熱で雪が溶けて大量の水が発生し、
周辺の土砂や岩石を巻き込みながら高速で流下する現象。広
範囲の建物、道路、農耕地が破壊され埋没する。

溶岩流：
地下のマグマが溶岩として地表へ出現し低地へ流下する現象。
通過域の集落、農耕地、森林等を焼失、埋没させて不毛の地と化
す。流下速度は比較的遅く、基本的に人の足による避難が可能。



リアルタイムハザードマップについて
○様々な噴火現象に臨機応変に対応するため、噴火後の土砂災害の範囲を緊急に計算する「火山噴火
リアルタイムハザードマップシステム」を新たに開発。

○作成するハザードマップは火山防災協議会等を通じて市町村等に提供され、住民の迅速な避難誘導
等に活用される。

○各地方整備局において、システムの操作に関する訓練・研修を実施。

操作訓練の実施状況（中部地方整備局）

浅間山、富士山、御嶽山、霧島山、桜島

※今後順次拡大予定で、必要なデータ整備等の
作業を引き続き実施

提供対象火山

平成３０年９月１９日報道発表資料
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降灰マーカー 降灰ゲージ

火山噴火時の火山灰堆積厚把握手法の現地試験

立入規制範囲での調査
を想定し、無人航空機（
UAV）による上空からの
撮影を実施

UAVにて撮影

火山噴火後の火山灰堆積調査について、降灰マーカー及び降灰ゲージを用いた手法の現地試験を阿蘇
山・霧島山の高標高地点で実施し、視認性や耐久性の確認を行う。


